
いつもありがとうございます。きしゅう会計

の名倉です。世の中は新

年号「令和」初日から始ま

る過去最大の１０連休を前

に嬉しいような不安なよ

うな声がちらほら聞こえ

てきている今日この頃。

漸く平成３１年度の税制改正のパンフレットを

同封できました。これは僕の所属しておりま

す公認会計士の勉強会、優和会計人グルー

プで作成しているもので、今回分につきまし

ては、最終のデザインを

うちの奥様が担当（うち

の奥様は趣味がチラシ作

りなのです、今回この趣

味が役立ちました 感謝）

「素人ならこれくらいで

十分だ」と微妙な感想を優和のメンバーか

らは頂きました（笑）。さて税制改正の目玉は

やはり消費税の増税。お金が滞って景気が

上がらないこの状況で、消費税の増税は流

通する商品にさらに足枷をつけるようなも

の。僕はこの時期にはまだ消費税増税はす

べきではないと個人的に思っています。消

費税の増税には色々な意見があると思いま

す。でも知っているようで知らないのが税金

で消費税もご多分に漏れません。そこでご

案内です。これも僕が所属しております中小

企業家同友会で５月に消

費税のセミナーの講師を

させて頂くことになりまし

た。タイトルは「マクロで

みる消費税～経済・社会

に与える影響を学ぶ～」

です。自社のことではなく、国民としての判

断ができる知識の習得を目的とするものを

依頼されました。ご興味のある方は同封の

案内でお申し込みください。

さてここから本題です。先日監事を務めて

おります団体の理事会に出席したのですが、

就業規則の変更が審議事項となっていまし

た。その中身は就業規則に「セクハラやパワ

ハラをしてはいけない」という条項を制定し

ようということ。「そんなん当たり前やん！」

と思いながらも「今はそ

れを明文化しておかない

といけない時代なんだ」

と時代の変化を実感した

ものです。それにしても

最近〇〇ハラってやたら登場してますよね。

変わったところで、アカハラ（アカデミー

ハラスメント）は例えば先生が生徒に対して

「社会のクズだ！」など、

根拠のない人格否定をア

カハラというらしいです。

またカラハラ（カラオケハ

ラスメント）は歌う事を強

要する事（僕は Welcome
ですが 笑）。いやな人はいやですよね。

最後にこれは何ハラでしょうか？

「どんな時も僕が僕らしく

あろうとするのは〇〇ハラ？」

わかりますか？

正解はマキハラ

ん、読者年齢層の高いよもやまかわら版

には相応しくない問題？失礼しました(-_-;) 
では、高校生の時に聞いたクイズです。

目の大きなドジョウを「めどじょう」といい

ます。鼻の大きなドジョウ

を「はなどじょう」といい

ます。ではホッペタの大き

なドジョウを何というでし

ょうか？

正解は「宍戸錠」

さて、「しょうもないこというてんと！」と、

お叱りが来る前に本題に入ります。

今回はきしゅう会計への訪問が便利にな

ったとの報告です。実は買っちゃったんです。

隣の土地を。（全額借入で

ですが、、、） 祝！これで

還暦を超えても借金生活

になることが確定しまし

た！まだまだがんばって

仕事します！と、ちと自虐

的な表現ですが、「がんばらなくちゃ！」と

いう気持ちになったのは本当です。でも僕

の気持ちなんて書いてもおもしろくないの

で、今回はなぜそうなったのか、どのように

購入したかの経緯を書きます。途中金融庁に

言ったら一発アウトや

ん！ってな話も混ざりま

すが、そこは大人の対応

でお願いします。土地や

建物を買う場合の参考に

なると思います。

隣の土地は５年前まで建物が建っていまし

た。それは重厚な建物、金融機関の抜け殻。

その金融機関が閉鎖されたのは１７年前。つ

まり、１２年間は金融機関の建物がそのまま

で利用されていなかったのです。実はその

時に一度この古い建物を購入したいと先方

に伝えたことがあるんです。「５００万円でど

うですか」と。理屈は土地１５００万円。建物を

撤去したら１０００万円はかかるでしょ。なので

そのままで差額５００万円との試算でした。

結果は一蹴で瞬殺。（まあ、アスベストが使用

されていたようなので、結果オーライでした

が、、、）。その時は「金融

機関の中古物件なので、

貸金庫があるはず、会

計事務所で貸金庫業を

しても面白いかも」と思

い申し出たのですが、、、

今回そのリベンジといった訳ではなかった

のですが諸般の事情から購入に至りました。

その建物は５年前に解体され、フェンスが

張られ、入り口は錠がかかったままで、外さ

れることはなかった。つまり、貸すことも売

ることもその金融機関はしなかったのです。

更地になってからは僕

もずっと買いたいと思っ

たことはありません。とい

うのもその土地のちょう

ど真ん前の駐車場を借り

ていたからです。スタッフ

全員分借りれてたので便利もよく、しかも１

台〇〇〇〇円、８台借りて３万円にもならな

いんです。土地神話が崩れて久しく、５０代の

僕らでも土地を持とうとは思わないです。

ところが、「持たない」ということがどう

ゆうことかを身に染みる経験が突然やって

きたのです。駐車場のオーナーから９月末に

「１１月末までに出て行ってほしい」と言われ

たんです。「えっ、あれ、そうですか、、、仕方

ないですね」と言うしか他に言葉はありませ

ん。緊急対策として少し離れた駐車場を借り
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たのですが、駐車場は分散され、雨の日なん

て勝手悪く、よろしくない。

そこで、「それなら隣の土

地を適正価格で買うなら、

それはありかな」と考え

が変わってきたんです。

買うなら早い方がいい。まずは知人の司

法書士に売りに出ていないか尋ねてみると、

「そんな話は聞いたことがない」とのこと。

そこで、その金融機関の和歌山支店に、地

図と登記簿を持って訪問。

「すみません、この土地ほ

しいんですが」といったと

ころ、「本部の方へお願い

します。」と連絡先を教え

てもらい、後日電話アポ

後に心斎橋へ行くことに。

ただ、その前に次の準備をしました。

まずは土地総合情報システムのＨＰで御坊

の土地の売買の実績価格のチェック。「ふん

ふん、近隣では坪６万円の実績ありか、、、」

そして、簡易な収益還元法での査定計算書

を作成。「このあたり駐車

場代は１台〇千円、どうお

いても２０台。なので月〇

万円がＭＡＸ。年間は〇十

万円。今の時代この１０年

分くらいが妥当な価格。

なのでこの土地の価格は〇百万円が妥当。」

って感じです。稟議書にそのまま使えるよう

な書類を作成し持参。そしていざ、先方の担

当者と面談。「なるほど、そういうことです

か、分かりました前向きに検討しましょう。

資金はどうされますか？」との問いに、

「お金はないので全額借入を予定していま

す」と回答、すると驚きの展開に！

「当行が売却を決めた場合、融資はうちでし

て頂けますか？」

「定期預金も５００万円くらいお願いしたい」

（えっ、こんなバーター、

金融庁に言うたら一発業

務停止ちゃうん！？）と

スピーチバルーン①。

でも、ここまで来たら買

いたいモード。

（別に金利さえよければ借りるのはどこでも

ええ、そやけど全額借入

での不動産購入者に５０

０万円の預金を求めるの

はいかがなものか）と、

スピーチバルーン②。

そして、でてきた言葉が「えーと、そのあの、

１００くらいなら」とすっかりチキン野郎（笑）

後日別の都市銀の支店長にこの話をしたと

ころ、「今でもそんなこと言うんですね。う

ちではありえませんよ」と笑ってはりました

が、数日後その都市銀行、金融不祥事で大き

くニュースに取り上げられていました（笑）

 さて、そんなこんなで進めたこの取引。

持ち掛けられたバーターは早い段階で消滅。

健全な取引となりました。そして、思っても

なかった副産物が。同居

の嫁の母親が、とても、と

ても、とても、喜んだんで

す。「もう、いつ死んでも

ええわ」と（実際、このこ

とを伝えた夜寝れなかっ

たそうです、、、ばあちゃんほんまに死んでし

まうで 笑）。年配の方は今でも土地が大好

きなようです。しかも隣地となれば、もう何

年も前からよだれを垂らしていたようです。

結果オーライのいい親孝行ができました。

またスタッフも笑顔。そりゃ、駐車後２０秒で

事務所ですからね。とても便利になりました。

そしてお客さんも便利になりました。うちの

事務所はピロティータイプ。事務所に来て頂

いた時には１階の駐車場を利用してもらって

いたのですが、前の道路、車の交通量が多く、

視界も悪いため帰りに車出すのがちょっと

危なかったんで

す。そこで隣の駐

車場の左側手前

２台分を来客用と

しましたので、こ

こなら出し入れ

がとてもスムー

ズです。事務所にお越しの際には是非こちら

をご利用ください。また右側は貸駐車場。

早速２台のお申込

みがありました。

まだまだ余裕が

ありますのでご近

所の方で駐車場

をお探しの方はお

声がけください。

ゆったりの駐車スペースを確保していきます。

貸駐車場はじめました  です（笑）

とはいっても全て借入金での購入。ほんと

がんばらなきゃ、まだまだ老け込む訳にはい

けません。ここ半年トレーニングもままなら

ない状況でほぼほぼただの人。今一度アン

チエージングを目指して走りだそうと思っ

ています。

最近、この設備投資に「事務所を拡大する

スペースも出来て、息子さんも来年大学を卒

業。あと継いでもらうんでしょ」なんて言わ

れることがあります。でも僕は跡を継いでな

んて言いません。息子には息子の人生があ

るし、だいたい「跡を継いでくれ」なんて言

ってそうなった場合には、後に「本当は継ぎ

たくなかった。他にやりたいことがあった」

なんてお互いを不幸にする悲しい言葉が登

場しそうですしね。親は

余計なことを言ってはい

けないのです。僕は黙っ

て次の計画です。

そんなにいい大学でも

なく、成績もよくない息

子君。就活で苦労して所謂ブラック企業に就

職します。そこで３年ほどがんばって、クタク

タになります。そしてある時息子はふと思い

出します。「そう言えばおやじ、御坊でなん

か楽しそうに仕事してたな、あれは一体なん

だったんやろ」実家に戻ってきた息子。

「俺、会計士の試験勉強したいんやけど、

どう思う」「ああ、勉強したいんやったらやれ

よ。応援するで」とのシナリオができている

のです（笑）。「跡ついでほしい」なんて言わ

ないで、親は毎日元気に楽しく仕事をしてい

ればいいんです。これが正解！？です（笑）

さて今回は平成最後のよもやまかわら版。

僕が平成で一番好きな歌のサビでしめます

現在就活中の息子へのエールも込めて！

どんなときも どんなときも

僕が僕らしくあるために

「好きなものは好き！」と

言える気持ち 抱きしめてたい

どんなときも どんなときも

迷い探し続ける日々が

答えになること 僕は知ってるから

みんなで令和をより良い時代にしましょう！


